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Abstract 
The presenヒ paper attempts to verify the hypothesis that 七he use of the 
converb "yaru"， as the expression of bad feeling， shows the speaker recognizes 
CONFLICT， OUTS工DECAUSE， and CONTROLLAB工LITY. 工ndoing so， an experiment was 
conducted. 引~o kinds of sentences (stimuli) were presented七othe subjects: 
(i) the sentence (s七imulus) which includes the converb "yaru" ， and (ii) the 
one which does not include the converb "yaru 
read the sentence (sヨヒimulus) including "yaru" recognized CONFLICT， OUTS工DE
CAUSE， and CONTROLLABIL工TYmore strongly than the others. 工talso appユiedthe 
factor analysisヒothe response made to each questions in orderヒoexamine the 
co-relation among the items recognized by the subjects， and pointed out that 
the use of "yaru" may change the co-relation among the items recognized by the 
subjects. 




















































































































































































































































































































質問 r"やる"ありJ r"やる"なし」 差 有意差
a コンフリクト l 3.9(・0.1) 2.8(ー1.2) I.l ホホ
b コンフリクト 2 4.4(0.4) 3.2(-0.8) 1.2 *羽骨
c 外部起因 1 4.4(0.4) 2.8(ー1.2) 1.6 •• 
d 外部起因2 4.5(0.5) 3.4(-0.6) 1.1 •• 
e 内部起因 1 3.6(-0.4) 5.1(1.1) -1.6 •• 
f 内部起因 2 3.7(-0.3) 5.1(1.1) -1.4 . 
g 優越感 3.3(・0.7) 2.5(・1.5) 0.8 *事
h 否定的感情 4.3(0.7) 2.8(・1.2) 1.9 命政
1 友好関係 5.1(1目1) 5.4(1.4) 0.3 n.s目






* * p<.OI，神 p<.05，ns有意差無し
























(t(171)=3.83， p<O.Ol)、コンフリクト 2 ( r食べてやる
よ/食べるよjという前、アランとカトリーヌは口論し




質問 r.やる"ありJ 1"やる"なし」差 有意差
a コンフリクト l 5.2(1.2) 4.0(0) 1.2 •• 
b コンフリクト 2 5.6(1.6) 5.2(1.2) 0.3 n.s. 
c外部起因 1 4.4(0.4) 3.8(-0.2) 0.6 • 
d 外部起因2 3.0(・1.0) 2.7(・1.3) 0.3 n.s目
e 内部起因l 3.6(・0.4) 4.3(0.3) -0.7 
f 内部起因2 3.1心0.9) 4.0(0) -0.9 車掌
g 優越感 3.2(・0.8) 2.8(ー1.2) 0.4 n.s. 
h 否定的感情 5.6(1.6) 4.8(0.8) 0.8 事*
1 友好関係 5.2(1.2) 5.0(1.0) 0.2 n.s. 






























































































































3ン7リ9ト1 コン7リ0トz 外部起因 1 外部起因 2 内部起因 1 内部起因 2 優越感 否定的感情友好関係 好悪
コン7り9ト1 1.自由
コン7りPト2 自.667** 1.00 
外部起因 1 自.204・ 自.313砂市 1.00 
外部起因 2 0.由97 自.172・ 0.336宇噂 1目自由
内部起因 1 -0.222・ -0.238・市 -0.274・‘ 日目197・e 1.00 
内部起因 2 自.216・* 0.370・ 0.33・e 日.314*事 -0.212・輸 1.00 
優越感 自.3自7** 自.361** 0.136事 0.182傘* 自ー.286** 自.13穆 1.自由
否定的感情 。目675宇. 0.702** 0.32*' 自.171事 -0.274・事 。.252・取 0.384'場 1.00 
友好関係 -0.329・ -0.255・事 -0.08 自.018 自.235・噂 自ー.148惨事 -0.379.* -0.273指事 1.00 
好悪 -0.176・* -0.227・ -0.日83 自 自.194・事 自ー.131事 -0.204** -0.211*・ 0.309'* 1.00 
* * p<.Ol， * p<.05 
Table 4質問Bの質問項目の棺関
コン71J~ ト1 コン7~~ トZ 外部起因 1 外部起因 2 内部起因 1 内部起因 2 優越感 否定的感情友好関係 好悪
コン7リ9ト1 1.自由
コン7リ0ト2 0.475・ホ 1.自由
外部起因 1 0.505・e 0.276・* 1.00 
外部起因 2 0.237・ 0.032 自.241布市 1.00 
内部起因 1 -0.215・市 -0.301・ -0.139* 自.058 1.00 
内部起因 2 0.435*噂 0.224事$ 0.370事 0.自由8 -0.334・ 1.0自
優越感 自.067 0.023 0.229*・ 0.404*噂 0.041 0.033 1.00 
否定的感情 自.430事. 0.389・ 自.341'* 0.125 -0.172申 0.472験場 0.179・ 1.00 
友好関係 -0.084 0.067 -0.25也事$ 明白 178* 自ー.007 。.011 自ー.307・事 輔自.064 1.自由
好悪. 0.150* 0.362事市 。目白21 自ー由154* 自ー.286・ 0.166事 -0.063 自.137* 0.366市$ 1.00 





























た。 iやるJあり条件では (4.0、4.5，4.8)、 「やる」






























































































































フリクト 1，内部起因 2，外部起因 1，コンフリクト
2，第二因子として好悪，内部起因 1，友好関係，第三
国子として優越感，外部起因 2，第 4因子として否定的
感情であった。 1"やる H なし」条件では，第一因子とし
て内部起因し内部起因 2，否定的感情，第二因子とし
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